
高梁・新見圏域保健医療計画の重点課題に係る主な取組(事前アンケートとりまとめ表）（重点課題２　へき地の医療・在宅医療）

重点課題：人口減少とともに身近な診療所や保健・医療・介護人材等が減少し、へき地の医療や在宅医療・介護サービスの提供が困難になっている。

高梁市

②「高梁かんごねっと」が高梁市と協力して実施。高梁市医療計画を基に担当課と連携して実施している。中学
校、高校、大学への出前講座、大学と協力して「こどもフェスタ」でナース体験を行っている。
高梁市の「地域包括ケア運営委員会」に協力して実施している。さきがけホスピタルでは、看護師の新規採用者
について、入職部署を単一に限定し、統一した教育・理念の共有を行い、定着を向上させている。
⑥訪問診療・訪問看護の効率化については、健康保険制度が効率化を困難にしているように思われる。

新見市
③他院と連携を行う（人不足あり。また、キーパーソンがいないケースが多いので難しい）。
⑧ACP普及啓発の新見市制作ドラマへの協力

高梁市

新見市 ⑦在宅での訪問口腔ケアの研修

高梁市

③退院時カンファレンスに一部の薬局が参加。支部全体として参加薬局は少ないが、参加する意思は各薬局持っ
ているが、時間的制約で参加できていないのが実情。
⑧高梁市からの依頼もあり、積極的に取り組むよう努力している。
⑩支部の多くの薬局が在宅患者から交通費を徴収せず、負担がかからないようにしている。

新見市

高梁市

新見市

高梁市

新見市

①③⑥地域の「サロン」に参加。入院時は病院へ共有書で普段の情報を提供し、退院前には病院を訪問し、どの
ような場合に病院受診が必要かなど確認、退院後の生活がスムーズに移行できる支援をしている。毎月、訪問時
に訪問診療や訪問看護の必要性について、確認している。
⑧普段の会話から、ACPについて考える機会を持っていただき、病院などからACPの話をする機会があれば参加も
している。

高梁市

新見市
①友愛給食の配食をして、1人ひとりに手渡して声掛けをして、気づいた事は、専門職や保健師に報告するよう
にしている。また、地域の方にも声かけをして、気づいた事は、保健師に報告、そして見守りをしている。

高梁市

新見市 ①地域で暮らしている人々に声をかけて、食事をしっかりとっていただくようにしている。

高梁市
①高梁市老人クラブ連合会としての取組はないが、各地域で実情にあった活動をしている。高齢者世帯等への友
愛訪問をしている地域がある。

新見市

高梁市

①地域包括支援センター、在宅介護支援センター、民生委員の訪問
②高梁市での奨学金制度の実施、医療機関や介護事業所が実施する奨学金制度への助成制度、新入職者やプリセ
プターを対象とした研修会の開催
③情報共有書、入退院支援ルールの作成、ICT（ラインワークス）の活用
④高梁市西部地域のへき地診療所の維持及び高梁市国民健康保険成羽病院の診療体制の構築
⑥「高梁かんごねっと」での訪問看護ステーション連絡会の開催
⑦個別ケア会議へのリハビリテーション専門職の参加
⑧パンフレットの作製、市民公開講座の開催、行政放送等での周知

新見市

①②④⑧⑨へき地医療では、人材不足が大きな課題となっており、新見市では看護師確保のため、新見医師会の
支援もいただきながら看護学生奨学金支援制度を設けている。また、令和6年度から看護師定着奨励金制度を創
設し、潜在看護師の復帰や市外からの転入を促している。
その他、新見市ドクターネットワークの活動を支援しており、医師間の連携や交流、スキルアップなどに取り組
んでいる。

高梁市

新見市

○○ ○

現状：過去２年間の診療所の廃止は５施設（内へき地診療所２施設）、休止中は１施設。医療・介護従事者等の高齢化と看護師不足が深刻。中山間部には高齢者単独世帯が点在し、市街地までの移動に長時間を要する。※在宅患者訪問診療は、需要推計値
6,573回に対して実績値3,528回、訪問看護指示料は、需要推計値2,952回に対して実績値855回と、需要を満たしていない（※新型コロナウイルス感染症の影響がなかった令和元(2019)年NDBオープンデータの分析結果より）。
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ストーマ外来が近くにあ
ると助かる。今まであま
り聞かなかったことだ
が、高齢者も医療を受け
るために、県南や県外に
移り住もうかといわれる
ことが増えている。

○ ○ ○
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○

県・保健所

労働基準監督署

消防本部

市行政

老人クラブ

栄養改善協議会

医師会
病院協会

介護支援専門員
協会

看護協会

薬剤師会

歯科医師会

愛育委員会

圏域

圏域

②医療、社会福祉施設の問題点として、「働き方改革」が浸透していなかったり、腰痛や転倒といった行動災害
が多発しており、安全で安心な職場づくりが形成されていない点があげられる。地域の人口減少に加え、労働者
が安心して働ける職場となっていないことが、医師・看護師・介護職の不足に拍車をかけていることから、当署
では、医療機関や社会福祉施設に対する監督指導を実施している。

②県が岡山県看護協会へ委託し実施している「中山間地における看護職員確保推進のための体制整備事業」に取
り組んでいる。

○○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○
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